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論　　文　　の　　要　　旨
　ユーラシァ大陸の東岸に位置し，また地形の複雑な弧状列島であるという地理学的特性を持つ日本
における降水量の長期的な変動には，大きな地域的差異（地域性）が存在している。その変動におけ
る時空間構造の決定要因を明らかにすることは，気侯学的に興味深いだけでなく，水利用や災害の面
からも重要である。本研究の冒的は，日本における過去90年にわたる降水量の長期変動にみられる地
域性をまず明らかにし，それを決定する大気循環場の変動を，極東域の地上気圧場の変動の解析を通
じて明らかにすることである。
　日本の降水量の長期変動に見られる地域性は，従来の研究においては，行政的。主観的な区分や季
節によらず固定された区分を用いて解析されていたため，気侯学的にみて必ずしも妥当なものではな
かった。本研究では，回転主成分分析を用いて降水量の変動の傾向が類似している地域を客観的に区
分し，それぞれの地域における過去90年にわたる実際の変動傾向を明らかにした。
　この降水量変動の地域性を決定する大気循環場の変動についても，往来の研究では，主に天侯予報
の目的から，地域ごとの降水量変動と直接相関のある大気大循環パターンのみを抽出するという手法
により論じられていた。しかしながら，局地性の強い日本の降水量変動を，その降水の成因を含めて
論じるためには，より地域的な大気循環の指標を考える必要がある。極東域の地上気圧場については
100年におよぶ長期間のデータがあり，降水に関連した地上付近の局地的な大気循環の状態をよく表
している。本研究では，回転主成分分析により月平均地上気圧にみられるこの極東域における変動パ
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ターンを抽出し，地上における大気循環の長期変動を，降水量とは独立に明らかにした。
　以上により求められた降水量変動の時系列と地上気圧変動パターンの時系列の相関解析により，日
本の地域的な降水量変動に対応した極東域の地上気圧変動パターンが得られた。さらにこの地上気圧
場の変動と北半球全体における500hPa高度場の変動との相関解析を加えることにより，日本の降水
量変動にみられる地域性と，それらを決定する大気循環場の変動が明らかになった。各季節ごとの結
果は以下の通りである。
　寒侯期の1月については，降水量の長期変動の地域性は脊梁山脈を挟む太平洋側と日本海側で特徴
づけられ，両地域はさらに幾つかの小地域に区分される。極東域の地上気圧場の変動は，アリューシャ
ン低気圧の弱化北上一強化南下を表すNPパターン，弱化南下一強化北上を表すOKパターン，シベ
リア高気圧とアリューシャン低気圧の東西の移動を表すJSパターンなど計5つの変動パターンに
よって表される。
　NPおよび○Kパターンは，両者とも冬季の北半球に見られるテレコネクション（遠隔伝播）パター
ンのうち，太平洋から北米へつながる偏差の波列を表すPNAパターン，および極東域での南北の偏
差振動を表すWPパターンと対応している。NPパターンは関東以西太平洋側地域の降水量変動に関
連している。アリューシャン低気圧が弱化北上した1920年以前および1950年代には，日本の南岸を通
過する低気圧が頻発し，関東以西太平洋側地域の降水量は増加していた。一方，OKパターンは日本
のどの地域の降水量変動とも関連がない。これらの結果はアリューシャン低気圧のわずかな位置の変
動が日本の降水量変動の地域性を決定していることを示している。
　地上のJSパターンは，北陸地域の降水量変動に関連している。アリューシャン低気圧が西偏して
いた1935年～1965年にかけて，オホーツク海で急速に発達する低気圧により北陸地方の降水量が増加
している。一方，シベリア高気圧が日本に張り出していた19五5年以前および1965年以降はこの地域の
降水量は減少している。上記のように，同じ西高東低のいわゆる冬型の気圧配置でも，そのわずかな
相違が日本の降水量変動の地域特性を大きく左右していることが明らかとなった。
　同様の手法で梅雨期前半の6月について行った解析では，本州南岸における関東，東海～四国，申
国～北九州という東西の地域区分，および西日本における申国～北九州，南九州，南西諸島という南
北の地域区分が見られた。極東域の地上気圧場はオホーツク海高気圧の盛衰を表す○Kパターン，北
太平洋高気圧の日本の南海上への張り出し一後退を表す五〇パターンなど計4つの変動パターンでほ
ぼ表された。
　極東域のブロッキング型大気循環を示す上層のWPパターンと対応している地上の○Kパターン
は，関東山地を挟んで隣り合う2地域，すなわち関東地域と東海～四国地域に逆の降水量変動をもた
らすように働く。オホーツク海高気圧が発達していた1950～1970年代にかけて，北東からの寒冷な気
流の進入と南岸に停滞する前線により関東地域の降水量が増加しているのに対して，その気流が関東
山地で遮られる東海～四国地域の降水量は減少していた。一方，オホーツク海高気圧の勢力が弱った
1920～1950年代にかけては北太平洋高気圧が日本の東海上に張り出しやすく，その勢力圏内にある関
東地域の降水量は減少しているが，高気圧の北西縁辺部に当たる東海～四国地域にかけては湿潤な気
一419一
流が流入しやすく降水量が増加している。往来の研究では，上層のブロッキング型循環は梅雨期の降
水量増加への関連が強調されていたが，地上気圧を通じた本研究の解析により，日本の降水量変動へ
の影響は地域により異なることが明らかになった。
　6月において，北太平洋高気圧の日本の南海上への張り出しおよび後退を表すI○パターンは，日
本の離れた地域に同じ降水量変動をもたらすように働く。北太平洋高気圧の日本の南海上への張り出
しが強かった1950～1975年にかけて，高気圧の北西縁辺に位置し，南西からの湿潤な気流が流入しや
すい南九州地域の降水量が増加したとともに，高気圧の北辺に当たり低気圧の通過しやすい東北・北
海道地域の降水量も増加していた。このように北太平洋高気圧のわずかな張り出しの相違により日本
の降水量変動にみられる地域性が決定される。
　以上の結果は，局地性の強い日本の降水量変動と大気循環場の変動との関連の研究において，回転
主成分分析により示された地上気圧の変動パターンは，地域的な降水量変動におけるわずかの変動に
対応しており，また降水に至るメカニズムを示唆できるという点において極めて有効であったことを
示している。
　　　　　　　　　　　　　　　審　　査　　の　　要　　旨
　著者の研究はラ複雑な地形・地理的条件下にある日本における降水量変動が，100年スケールの長
期変動においても大きな地域性を示しラその地域性は，極東地域の大気循環のわずかな変動と地形・
地理的要因との相互作用によって生ずることを，データ解析によって示した独創性の高い研究である。
この結果は，今後の日本各地の降水量の長期予測にも応用できる貴重な研究である。著者の研究は，
この分野の研究に重要な貢献を成したものと評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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